
“Ｈiroko”東欧ラプソディー ～シューベルトから恋のマイアヒまで
～  勇気と感動を贈る“Ｈiroko”の旅は、終わらない。 ～

東　京　富　士　美　術　館　♪　名　曲　コ　ン　サ　ー　ト

日　時： 10 月 15 日 （日）　13：30～14：30
会　場：　 東京富士美術館　ロビー

出　演： 水上裕子（ピアノ・歌）

内　容： “芸術性と大衆性”を合わせ持つピアニスト水上裕子。「クラシック名曲」と、生きる喜びか
  ら湧き出る「オリジナル曲」に、自身の「体験トーク」を交えて贈るコンサートは、すでに
  400回を越え、多くのファンを惹きつけ魅了。“Ｈiroko”～東欧ラプソディー、どうぞお楽し
  みください。

曲　目： セレナーデ（シューベルト）、チャルダッシュ（モンティ）、ユーモレスク（ドヴォルザーク）、
  ルーマニアの思い出（Ｈiroko）、ドナウ川のさざ波（イヴァノヴィッチ）、
  天空的彼岸（Ｈiroko）、恋のマイアヒ（ダン・バラン）、
  民衆の歌（ミュージカル「レ・ミゼラブル」より）、異国の河（Ｈiroko）、
  ヘッドライト・テールライト（中島みゆき）

photo  小島由起夫

　Hiroko公式サイト　http://www.hiroko-minakami.com/

　1st CD 
　2nd CD
　3rd CD

水上裕子　（ ピアニスト ）みなかみ●ひろこ

　武蔵野音大を卒業後、1988年オーストラリアで
デビューし各地で演奏。その後ロシアで研鑚を積
み、91年～95年ルーマニアを中心に活躍。96年帰
国、ザルツブルグ八重奏団との共演で日本デビュー。
　これまでに、ウィーンフィル，オーストリア放送響、
ベオグラードフィル、ターリッヒ弦楽四重奏団のメン
バーはじめ、ルーマニア各地の国立交響楽団、等と
多数共演。2000年「ベオグラードトリオ」（Vn・Vc・
Pf）を結成、03年日本公演では旧ユーゴを代表する
ソリストとの共演で絶賛を博す。
　「クラシック名曲」と生きる喜びから湧き出る「オリ
ジナル曲」に、自身の「体験トーク」を交えて贈るコン
サートは、すでに400回を越え、多くのファンを惹き
つけ魅了。エッセーや講演にもマルチな才能を発揮。
その活動は、NHKテレビ・ラジオをはじめ各マスコミ
でも紹介されている。
　“芸術性と大衆性”を合わせ持つピアニストとして、
日本はもとよりヨーロッパ、アジア各国まで活動の
舞台を拡げている。
　故レフ・ナウモフ（モスクワ音楽院），アナ・イフティ
ンキ（ルーマニア），荒憲一の各氏等に師事。  ：「ドゥムキー」（ベオグラードトリオ）〔(株）ショパンレーベル〕

 ：「ユーラシアンストーリー～異国の河～」（オリジナル曲ソロアルバム）
 ：「“Hiroko”～ 東欧ラプソディー」（制作：カワイ音楽振興会／製作：ゼール音楽事務所）


